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行政書士ひだか 2020 ・ 8
令和２年度日高支部定時総会開催

今年の総会は新型コロナウィルスの影響から、 道会及び室蘭 ・ 苫小牧支部からの来賓出席も自粛願い
当支部会員のみでの開催となりました。 恒例の三支部合同研も９月５日新ひだか町内で予定としながらも
今後の状況判断に委ねることとしました。 （三支部合同研は後日、 支部理事会にて中止となりました。）

日高支部で行う業務研修会は２回を予定していますが、 これについても柔軟に対応する必要があるとし
ています。

行政書士業務のＰＲは、 日高報知新聞年5回及び各町広報紙の有料広告により行うこととしており、 各
町広報紙は行政書士記念日の時期に行うこととしております （これらは支部 hp でご覧になれます）。

事業報告 ・ 決算報告並びに事業計画 ・ 予算案については提案通り承認決定。 今年は支部創立60 周年にあ
たり記念事業として幼児向け図書各町に10 万円相当寄贈予定。

理事の欠員補充は様似町 小森司 会員が選任されました。 昼食会は行わず帰りに弁当を配布しました。
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◇会員間の情報共有を円滑化するため
支部会員 メーリングリスト(ＭＬ)にご参加ください。

       　　 行政書士ひだか 2020 ・ 8
　　          発行者 北海道行政書士会日高支部

　　         　支部長 菊地 淳史

 北海道日高郡新ひだか町静内木場町2-3-26

 菊地淳史事務所内 電話 0146-42-3806

                             Fax 0146-42-3226

 支部ホームページ  http://www.hi-gyosei.jp/

  　　      　行政書士記念日 　2 月 22 日

　本趣旨をご理解いただきまして、会員の方

は年会費として 5,000 円を下記の口座に納

入くださいますようお願いいたします。

　郵便振替口座  02740-3-24241

　口座名義  日本行政書士政治連盟北海道支部

※振替用紙は道会会報と一緒に道会から配布

されます。

◇政治連盟会費納入のお願い
　個々の行政書士が十分活動するには、法改正や行政書士の職域の拡大と社会的地位の向上を図るた

めに、行政書士を支えてくれる強力な組織が必要です。

 この目的達成のため、日政連が活動しています。しかし、活動するためには、自ずと活動資金が必要

になります。日行連では政治活動は認められず、政治活動はあくまでも日政連でしかできないのです。

したがって、政治活動をしていくには、日行連とは別に日政連の会費が必要となります。日政連並び

に支部の活動は、" 総ての行政書士のために " であり、その成果の恩恵は、" 総ての行政書士が平等に

受ける " ことになるのです。

　

日　時　令和２年４月１８日(土)午前 11 時 00 分～ 11 時 35 分
場　所　日高郡新ひだか町静内吉野町 3 丁目 1-1 「静内エクリプスホテル」

出席状況　

支部会員２８名中２７名出席

（本人 15 名・委任状 12 名）

◇令和２年度三支部合同研修会中止

１５名出席の総会の様子

◇会報は、http://www.hi-gyosei.jp/tayori へアクセスするとH25.4月からの号が pdfファイルで掲
載されています。

◇支部ホームページに会員の顔写真を掲載できます。

未曾有のしかも未知の新型コロナウィルスによりイベントや会議は自粛傾向にあり、特に飲食を伴う催

しは中止している団体が大半であります。

毎年楽しみにしていた室蘭・苫小牧・日高支部の三支部合同研修会も例外ではない状況に置かれ、過般、

室蘭・苫小牧支部とも協議了解のもと7月開催の当支部理事会に置いて本年度の実施を取りやめること

といたしました。

　　◇業務研修会について

現状から鑑みて業務研修会も開催は厳しいと考えられますが、次回支部理事会にて協議の上で決定しま

す。今後、開催通知がなされない場合は、今年度は中止したものと見做してください。

新型コロナウイルス感染症対策　新型コロナウイルスの感染を防ぐには

まずは手洗いが大切です。 外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などに こまめに石けんやアルコー

ル消毒液などで手を洗いましょう。

※新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染によりうつるといわれています。

飛沫感染

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放出され、他の方

がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染します。

接触感染

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルス

がつきます。他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触

ると粘膜から感染します。

議長　畑端　憲行会員


